
叙勲・町内２人が受章

宅
地
購
入
者
募
集

小
浜
地
区
宅
地
分
譲
地

　

町
で
は
、
小
浜
地
区
に
造
成
し
た

宅
地
の
分
譲
を
随
時
募
集
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
分
譲
地
は
、
昨
年
度
6
区
画

が
整
備
さ
れ
、
す
で
に
3
区
画
の
分

譲
が
終
わ
り
、
残
る
3
区
画
（
合
計

１
７
０
４
・
72
平
方
㍍
）
の
購
入
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
資
格
は
、
居
住
用
の
住
宅
建

築
用
地
を
必
要
と
し
て
い
て
、
分
譲

後
5
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
し
入
居

で
き
る
個
人
で
、
町
税
や
公
共
料
金

な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
で
す
。
土
地

の
引
き
渡
し
は
、
売
買
代
金
の
完
納

後
に
な
り
ま
す
。

所在地 地目 登記面積 坪数 売却価格

蔵之元字小濵 1031番地１ 宅地 634.14 ㎡ 191.82 坪 3,339,448 円

蔵之元字小濵 1031番地８ 宅地 559.42 ㎡ 169.22 坪 3,611,520 円

蔵之元字小濵 1031番地９ 宅地 511.16 ㎡ 154.62 坪 3,583,880 円

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　

役
場
総
合
管
理
課　

　

☎
（
88
）
５
６
５
１
［
直
通
］

　

役
場
総
務
課　
　

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
直
通
］

↑国道沿いに整備された分譲地の一部

　

西
集
落
の
上
哲
郎
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
、
５

月
７
日
、
鹿
児
島
県
警
察
本

部
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
４

月
に
新
任
地
の
加
治
木
警
察

署
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後
35

年
に
渡
り
17
の
警
察
署
や
警

察
学
校
な
ど
に
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
件
・
事
故
を
解
決
し
、

数
多
く
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
警
視
正
（
警
察
署
長
）

瑞
宝
双
光
章
　
上
哲
郎
さ
ん

→
受
勲
を
喜
ぶ
妻
の
ト
キ
エ
さ
ん
（
右
か
ら
２
人

目
）
と
遺
影
を
抱
え
る
息
子
の
精
剛
さ
ん
（
右
端
）

　

７
月
２
日
、
長
島
町
役
場

で
、
三
船
集
落
の
故
村
上
昭

典
さ
ん
の
遺
族
に
、
航
空
自

衛
隊
第
九
警
戒
隊
長
か
ら
瑞

宝
単
光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
33
年
に
渡

り
航
空
自
衛
隊
に
所
属
。
自

衛
官
生
活
の
多
く
を
下
甑
島

分
屯
基
地
（
薩
摩
川
内
市
下

甑
町
）
で
過
ご
し
、
レ
ー

ダ
ー
基
地
と
し
て
有
名
な
こ

の
基
地
で
、
台
風
な
ど
多
く

発
生
す
る
厳
し
い
気
候
状
況

瑞
宝
単
光
章
　（
故
）
村
上
昭
典
さ
ん

額
に
納
め
ら
れ
た
章
を
前
に
受
章
の
喜
び
を
語

る
上
さ
ん
←

　

募
集
す
る
分
譲
地
は
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

と
し
て
大
根
占
警
察
署
（
現

錦
江
警
察
署
）
で
警
察
人
生

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

上
さ
ん
は
「
若
い
頃
は
家

庭
を
顧
み
ず
仕
事
一
本
で

や
っ
て
き
た
。
上
司
や
先

輩
、
同
僚
の
助
け
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
家
族
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
の
受
章
で
、
家

族
に
感
謝
し
た
い
」
と
妻
の

チ
ヨ
子
さ
ん
に
笑
顔
で
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

で
も
、
基
地
の
電
力
供
給
安

定
の
た
め
日
夜
、
電
源
機
材

の
整
備
な
ど
重
要
な
任
務
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
讃
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

妻
の
ト
キ
エ
さ
ん
は
「
立

派
な
章
を
い
た
だ
き
、
夫
も

喜
ん
で
い
る
と
思
う
」
と
話

し
、
父
同
様
自
衛
官
に
な
ら

れ
た
息
子
の
精
剛
さ
ん
は

「
頑
固
な
父
だ
っ
た
が
、
仕

事
は
真
面
目
で
、
部
下
か
ら

の
信
用
も
厚
か
っ
た
」
と
誇

ら
し
げ
に
話
し
ま
し
た
。

5 広報ながしま


